
緊急被ばく医療国際シンポジウム

The 1st Hirosaki University International Symposium
弘前大学創立60周年記念事業

弘前大学大学院保健学研究科　第1回

主催：弘前大学大学院保健学研究科
共催：独立行政法人放射線医学総合研究所　財団法人環境科学技術研究所
　　　独立行政法人日本原子力研究開発機構
後援：青森県　弘前市

日時　2009 年 8月1日（土）　9：30 ～ 16：30

入場無料

場所　弘前大学医学部コミニュケーションセンター
　　　（弘前市本町 40－1）

■午前の部［9:30-11:50］

　開会の辞

　シンポジウムⅠ～Ⅲ ：放射線生物学基礎研究、低線量被ばく影響、被ばく医療に対する取り組み
　工藤　幸清、伊藤　巧一、柏倉　幾郎（弘前大学大学院保健学研究科）

　小木曽洋一、田中　公夫（財団法人 環境科学技術研究所）

　明石　真言、立﨑　英夫、吉田　光明（独立行政法人 放射線医学総合研究所）

■午後の部［13:00-16:30］

　シンポジウムⅣ～Ⅵ ：放射線被ばく事故及び治療の実際
　百瀬　琢磨（独立行政法人 日本原子力研究開発機構）

　宮川　俊晴、神　　　裕（日本原燃株式会社）

　Xiaohua Chen（Beijin Institute of Radiation Medicine, China）

　Eric Bey （Hôpital d'Instrusction des Armées Percy, France）

　Jean-Jacques Lataillade（Hôpital d'Instrusction des Armées Percy, France）

　閉会の辞

「放射線基礎研究から緊急被ばく医療まで」


